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し
か
し
、
建
設
資
材
の
調
達
が
困
難
に
な
り
、

兵
力
増
強
が
優
先
さ
れ
た
た
め
人
的
資
源
に
つ

い
て
も
困
難
を
極
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
以

下
の
よ
う
な
方
策
が
と
ら
れ
た
の
で
す
。

ア
、
遊
休
工
場
な
ど
の
転
用
・
設
営

・
昭
和
17
年
末
、
愛
知
県
一
宮
市
に
あ
る
東

洋
紡
績
一
宮
工
場
を
借
り
受
け
、
２
０
０

０
人
の
従
業
員
で
操
業
を
開
始
。（
こ
の
一

宮
工
場
は
昭
和
20
年
７
月
に
空
襲
を
受
け

て
焼
失
）

・
岐
阜
市
域
で
本
荘
分
工
場
（
部
品
製
作
）、

長
良
分
工
場
、
三
里
分
工
場
、
富
士
分
工

場
、
朝
日
分
工
場
の
外
、
忠
節
錬
成
場
、

木
曽
川
錬
成
場
、
真
淸
寮
の
設
営
。

イ
、
徴
用
工
と
学
徒
動
員

　

昭
和
18
〜
19
年
度
の
２
年
間
で
「
９
４
０

０
機
を
生
産
せ
よ
」と
い
う
陸
軍
の
指
示
で
、

初
年
度
は
２
５
０
０
機
を
完
成
さ
せ
ま
し

た
。
し
か
し
次
年
度
に
は
前
年
度
か
ら
の
持

ち
越
し
分
を
含
め
、
月
産
５
５
０
機
が
「
納

入
義
務
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
18
年
２
月
時
点
の
工
員
数
は
岐
阜
工

場
２
万
６
４
５
０
人
、
明
石
工
場
１
万
２
３

６
７
人
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
実
態

は
、
太
平
洋
戦
争
開
戦
以
降
に
入
社
し
た
徴

用
工
と
女
子
工
員
が
大
半
で
、
生
産
能
力
の

低
下
は
如
何
と
も
為
し
難
い
状
態
で
し
た
。

　

し
か
し
、
月
産
５
５
０
機
の
要
求
は
何
が

何
で
も
達
成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
最

後
の
手
段
と
し
て
と
ら
れ
た
の
は
、「
女
子

挺
身
隊
の
投
入
」
と
「
勤
労
報
国
隊
の
受
け

入
れ
」
で
し
た
。
こ
の
結
果
、
岐
阜
工
場
の

　

日
中
戦
争
が
長
期
化
す
る
中
、
昭
和
13
年

（
１
９
３
８
）
４
月
、
陸
軍
か
ら
生
産
増
強

要
請
が
出
さ
れ
た
川
崎
航
空
機
は
、
各
務
原

と
明
石
の
２
工
場
体
制
と
し
、
生
産
能
力
を

小
型
機
換
算
で
月
産
２
８
０
機
と
増
大
さ
せ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
務
原
分
工
場
は
「
岐

阜
工
場
」
と
改
称
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
陸
軍
か
ら
「
試
作
機
の
年
間

製
作
20
機
程
度
」が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

岐
阜
工
場
で
は
、
昭
和
14
年
６
月
現
在
の
従

業
員
数
６
５
０
０
人
を
昭
和
16
年
９
月
ま
で

に
７
５
０
０
人
に
増
員
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。と
こ
ろ
が
中
堅
工
員
の
応
召
が
相
次
ぎ
、

試
作
能
力
も
生
産
能
力
も
当
初
目
標
の
60
％

程
度
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
苦
労
し
て
育
て

た
熟
練
工
を
「
赤
紙
」
一
枚
で
兵
士
に
召
し

上
げ
ら
れ
、
そ
の
補
充
も
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、
太
平
洋
戦
争
が

始
ま
り
ま
し
た
。
昭
和
16
年
12
月
８
日
の
こ

と
で
し
た
。

５
．
太
平
洋
戦
争
へ
（
昭
和
16
年
〜
20
年
）

　

川
崎
航
空
機
は
、
相
次
ぐ
陸
軍
か
ら
の
要

請
に
応
え
る
た
め
「
第
５
期
拡
充
計
画
」
を

立
案
し
ま
し
た
。
岐
阜
工
場
の
計
画
で
は
、

「
部
品
工
場
、
整
備
工
場
の
増
・
新
築
」「
高

山
本
線
の
北
側
に
５
０
０
０
人
が
収
容
で
き

る
工
員
用
大
食
堂
の
新
設
」「
徴
用
工
の
た

め
の
宿
舎
、
徴
用
工
育
成
施
設
の
建
設
」「
設

計
事
務
所
の
増
設
」等
を
含
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
最
終
目
標
と
し
て
昭
和
19
年
３
月

に
は
、「
小
型
機
換
算
で
月
産
３
６
０
機
」

を
目
指
す
と
い
う
も
の
で
し
た
。

工
員
数
は
増
え
続
け
、
昭
和
19
年
12
月
に
は

徴
用
工
・
学
徒
動
員
・
女
子
挺
身
隊
を
含
め
、

従
業
員
は
４
万
人
と
膨
ら
み
ま
し
た
。
こ
う

し
て
「
一
億
一
心
火
の
玉
だ
」
と
あ
お
ら
れ
、

粗
製
乱
造
の
時
代
に
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

太
平
洋
戦
争
当
時
、
こ
の
各
務
原
で
生
産

さ
れ
た
飛
行
機
は
、
陸
軍
の
全
飛
行
機
の

70
％
に
あ
た
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
川

崎
航
空
機
が
開
発
製
造
し
た
「
陸
軍
三
式
戦

闘
機
・
飛
燕
」
は
、
岐
阜
工
場
で
２
８
８
４

機
も
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
戦
闘
機
は
日
本
の
軍
用
機
の
中
で
も

唯
一
、
水
冷
式
発
動
機
を
装
備
し
た
高
速
戦

闘
機
で
、
本
土
防
衛
の
重
要
な
飛
行
機
で
し

た
。
し
か
し
昭
和
19
年
頃
か
ら
、
装
備
部
品

の
入
手
困
難
や
工
員
の
質
的
低
下
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
歪
み
が
出
て
き
ま
し
た
。
発
動
機
の

生
産
も
大
幅
に
遅
延
し
、
工
場
で
生
産
さ
れ

た
機
体
が
納
入
で
き
ず
、「
首
な
し
飛
行
機
」

と
し
て
各
務
原
飛
行
場
に
並
ぶ
ほ
ど
で
し
た
。

ふるさとの歴史

こぼれ話
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６
．
米
軍
の
空
襲
と
工
場
疎
開

　

昭
和
19
年
６
月
、
米
軍
は
、「
ボ
ー
イ
ン

グ
Ｂ
29
型
高
々
度
長
距
離
爆
撃
機
」
に
よ
る

日
本
本
土
の
空
襲
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

爆
撃
の
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た

め
、
工
場
疎
開
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
爆
撃

目
標
の
一
つ
で
あ
っ
た
川
崎
航
空
機
岐
阜
工

場
も
、
林
間
工
場
（
蘇
原
村
須
衛
、
武
儀
郡

美
濃
）、
地
下
工
場
（
土
岐
郡
瑞
浪
）、
学
園

作
業
場（
岐
阜
市
本
荘
の
岐
阜
高
等
女
学
校
）

等
の
疎
開
先
で
部
品
生
産
等
を
開
始
し
ま
し

た
。
そ
の
他
、
大
日
本
紡
績
岐
阜
工
場
（
岐

阜
市
田
神
）、
近
江
絹
糸
中
津
川
工
場
等
を

機
体
組
立
工
場
に
転
用
す
る
計
画
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
主
力
工
場
の
各
務
原
工
場
（
三
柿

野
）
で
は
、
突
貫
工
事
で
近
く
の
山
々
（
川

崎
山
や
赤
星
山
等
）の
裾
を
く
り
抜
い
て「
掩

体
壕
（
え
ん
た
い
ご
う
）」（
半
地
下
式
格
納

庫
）
を
造
っ
て
、
防
空
壕
兼
完
成
機
体
の
退

避
壕
に
し
て
い
ま
し
た
。

（
川
崎
航
空
機
に
勤
め
て
い
た
人
の
話
）

　

戦
局
が
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
た
昭

和
19
年
末
頃
の
こ
と
で
す
。
私
が
勤
め
て
い

た
川
崎
航
空
機
工
場
で
は
、
工
場
の
計
画
的

分
散
疎
開
が
始
ま
り
ま
し
た
。
私
は
地
下
工

場
の
設
計
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
土
木
、
地

質
、
建
築
の
知
識
の
な
い
私
は
、
ど
の
よ
う

に
設
計
し
て
い
い
の
か
戸
惑
い
ま
し
た
。
16

歳
の
時
で
す
。
…
（
中
略
）
…
終
戦
後
、
近

く
の
赤
星
山
、
各
務
山
に
行
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
赤
星
山
は
こ
の
辺
り
の
山
の
中
で

う
か
、
こ
れ
が
戦
争
か
と
思
い
ま
し
た
。

（
周
辺
住
民
Ｂ
さ
ん
の
話
）

　

こ
の
辺
り
を
見
た
人
の
話
に
よ
る
と
、
60

人
以
上
の
人
が
こ
の
付
近
で
亡
く
な
ら
れ
た

そ
う
で
す
。
私
は
怖
く
て
体
の
震
え
が
止
ま

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

家
族
が
避
難
し
て
い
る
各
務
山
に
急
ぎ
ま
し

た
。
山
の
麓
に
は
、
兵
隊
さ
ん
や
軍
需
工
場
の

工
員
さ
ん
な
ど
多
く
の
人
が
避
難
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
多
く
の
人
々
の
中
か
ら
無
事
で
い
る
家

族
を
捜
し
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

夫
を
戦
地
に
出
し
、
家
族
と
家
を
守
っ
て

き
た
私
は
、
爆
撃
で
家
を
な
く
し
た
も
の
の

無
事
な
家
族
の
姿
を
見
て
、
本
当
に
ホ
ッ
と

し
ま
し
た
。
私
は
安
心
し
た
た
め
か
力
が
抜

け
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　

同
年
７
月
９
日
に
岐
阜
市
街
が
空
襲
を
受

け
、
旧
市
街
地
の
80
％
が
焼
失
し
、
ほ
ぼ
８

０
０
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
７
月
29

日
の
空
襲
で
一
宮
分
工
場
が
焼
失
し
、
生
産

停
止
の
ま
ま
、
終
戦
の
日
（
昭
和
20
年
８
月

15
日
）
を
迎
え
ま
し
た
。

　

同
年
10
月
、
進
駐
軍
（
連
合
軍
）
が
旧
各

務
原
飛
行
場
に
進
駐
し
て
以
来
、
那
加
町
は

基
地
の
町
と
な
り
ま
し
た
。

○
こ
の
文
章
は
、『
九
十
年
の
歩
み
』『
か

か
み
野
の
風
土
ー
産
業
と
人
物
ー
』『
各

務
原
市
史
・
通
史
』『
各
務
原
市
民
の
戦

時
体
験
』
等
を
も
と
に
、
後
藤
征
夫
が
ま

と
め
ま
し
た
。

出
し
た
頃
、早
く
も
爆
音
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

私
は
叔
母
の
孫
と
一
緒
に
急
い
で
竹
や
ぶ
の

防
空
壕
へ
転
が
る
よ
う
に
避
難
し
ま
し
た
。

早
く
も
生
温
か
い
爆
風
が
壕
に
入
り
、
上
空

か
ら
は
１
ト
ン
爆
弾
の
落
ち
て
く
る「
ザ
ー
」

と
い
う
不
気
味
な
音
。
続
い
て
大
地
を
揺
る

が
す
地
響
き
。
生
き
た
心
地
は
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
…
…
（
中
略
）
…

　

何
十
機
も
の
Ｂ
29
の
爆
音
は
と
て
も
長
く

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
…
（
略
）
…
お
そ
る
お

そ
る
北
方
を
見
る
と
、
養
成
隊
の
建
物
が
す

べ
て
な
く
な
り
、
火
柱
だ
け
が
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。
2
階
建
て
の
建
物
が
５
棟
も
並
ん

で
い
た
の
が
倒
れ
、火
を
吹
い
て
い
ま
し
た
。

担
架
で
運
ば
れ
る
死
者
、
負
傷
者
、
道
路
脇

の
溝
に
伏
せ
た
ま
ま
死
ん
で
い
る
人
、
直
撃

を
受
け
た
竹
や
ぶ
に
は
大
穴
が
あ
き
、
残
っ

た
竹
に
肉
片
や
ボ
ロ
ボ
ロ
の
衣
服
の
切
れ
端

が
引
っ
掛
か
っ
て
い
る
様
子
は
、
地
獄
と
い

は
標
高
が
一
番
高
い
所
で
、
や
は
り
航
空
廠

の
地
下
工
場
が
造
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
…
こ

の
山
の
南
側
に
は
防
空
壕
が
掘
っ
て
あ
り
、

爆
弾
の
直
撃
で
多
く
の
人
が
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。
…
（
略
）
…
各
務
山
の
山
肌
を
削
り

取
っ
た
跡
に
各
務
原
市
立
中
央
小
学
校
が
建

て
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
学
校
の
北
辺
り

の
山
裾
に
は
当
時
、
航
空
廠
の
地
下
飛
行
機

格
納
庫
が
建
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
近
辺
の
山
に
は
地
下
工
場
や

地
下
格
納
庫
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
米
軍
の
日
本
本
土
へ
の
空
襲
は
激

し
く
な
り
、
昭
和
20
年
３
月
10
日
に
は
東
京

が
爆
撃
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
20
年

6
月
22
日
と
26
日
に
は
各
務
原
と
そ
の
周
辺

も
大
空
襲
を
受
け
、
川
崎
航
空
機
岐
阜
工
場

も
壊
滅
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

ほ
と
ん
ど
の
従
業
員
は
工
場
の
北
側
に
あ

る
川
崎
山
と
赤
星
山
（
現
在
の
市
民
会
館
隣

接
地
）
の
防
空
壕
や
木
曽
川
の
川
原
に
あ
る

林
間
に
退
避
し
て
難
を
逃
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
工
場
警
備
員
と
工
場
幹

部
な
ど
63
名
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
周
辺

住
民
も
58
人
が
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
ま
し
た
。

（
周
辺
住
民
Ａ
さ
ん
の
話
）

　

昭
和
20
年
６
月
22
日
午
前
10
時
頃
、
本
屋

敷
の
草
引
き
に
出
か
け
、
ち
ょ
う
ど
川
崎
整

備
工
場
の
東
門
に
来
た
時
、ラ
ジ
オ
か
ら「
米

軍
機
Ｂ
29
の
編
隊
が
伊
吹
山
を
東
進
中
。」

と
い
う
声
が
聞
こ
え
た
か
と
思
う
と
、
川
崎

や
航
空
廠
の
サ
イ
レ
ン
が
け
た
た
ま
し
く
響

き
ま
し
た
。
工
場
の
人
々
が
東
に
南
に
走
り

直撃弾を受けた岐阜工場

―

「
生
産
増
強
に
一
億
総
動
員
で
！
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  …

し
か
し
敗
戦―

各
務
原
飛
行
場
と

　
　
　
　  

川
崎
航
空
機 

⑵

各
務
原
飛
行
場
と

　
　
　
　  

川
崎
航
空
機 

⑵

川崎航空機で働く富田高女

『各務原市民の戦時記録』より作成
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岐
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山


